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はじめに

長野県志賀高原にある高天ヶ原湿原は,ミズバシ

ョウやヒオウギアヤメといった植物を手軽に観察す

ることができるため,夏場の観光資源としての活用

が期待されている｡しかし近年,以前は少なかった

ヨシ類(ヨシ･ツルヨシ)が繁茂して湿原を覆い,

在来植物はその生育場所を次第に狭めつつある｡ま

た,湿原周辺では外来種のルビナス(和名ノポリフ

ジ),コンフリー(和名ヒレ/､リソウ),フランスギ

ク等の繁茂も目立つようになり,それらの湿原内へ

の侵入も懸念されている｡こうした状況をうけて高

天ヶ原湿原では2006年,湿原植生の再生を目指し,

地元の高天ヶ原旅館組合婦人部が中心となり,宿州

大学志賀自然教育園のスタッフおよび学生,有志等

によるヨシ類の刈り払いや外来種の除去などの保全

活動が始まった｡このような経緯から, 2009年より

ヨシ類の除去の効果を把握するためのモニタリング

を開始する運びとなったので,ここにその概要を報

告する｡本モニタリングの目的は,ヨシ類除去作業

の効果を具体的に可視化(数値化)することで作業

実施者や来訪者に湿原の現況を理解してもらうこと

にある｡今後においても進捗状況および成果は随時

公表し,湿原再生の方策の検討に努める｡

本報告に際し,高天ヶ原旅館組合婦人部,やなぎ

らんの会,環境省志賀高原自然保護官事務所ならび

に(財)和合会の関係者各位に現地調査等の便宜を

図っていただきました｡また本報告は『志賀高原高

天ヶ原湿原再生事業』の成果の一部であり, (財)

イオン環境財団の助成を受けて実施しました｡以上

の方々に厚くお礼申し上げます｡
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調査地の概況

長野県下高井郡山ノ内町平穏にある高天ヶ原湿原

(北緯36度43分51秒,東経138度30分28秒;標高約

1670m;約1ha)は,信濃川(千曲川)の支流で

ある雑魚川の源流部に位置する中間湿原であり,一

部はミズゴケ類からなる高層湿原の様相を成す｡今

回調査を行ったのは,とりわけ湿原の劣化が顕著な

区域で,ヨシおよびツルヨシ(以下,ヨシ類)が繁

茂する場所である(図1)｡住民への聞き取りによ

ると, 1980年以前は,現在ほどヨシ類がみられなか

ったという｡かつて周囲に発達していたヨシ類が何

らかの影響により湿原全域に分布を広げたものと考

えられる｡

調査地と方法

高天ヶ原湿原では隣接するスキーゲレンデ整備に

ともない,毎年,スキー場のオープン前の秋に刈払

機や鎌を使ったヨシ類の刈り倒しが実施されてきた｡

2006年までは刈ったヨシ類はその場に放置していた

が, 2007年秋には,湿原再生を目的として一部の区

域ではヨシ類の刈り倒しに加え,その除去作業も行

図1.嗣重地(2009年9月5日)

背後は高天ヶ原マンモススキー場｡



16 井田秀行

った｡

こうした作業の効果をみるため, 2009年に湿原内

にモニタリング調査区を5地点設置した｡各調査区

は1mXl mの処理区4区画に分割し,これらは

無処理区(C), 1)クー除去区(L),ヨシ類刈り倒

し区(P),リクーおよびヨシ類除去区(LP)とし

た｡各処理の方法と時期について表1に示す｡

合計20個の処理区における現存植生を把握するた

めに次の要領で植生調査を行った｡処理区毎に出現

した維管束植物(シダ植物および顕花植物)の全体

の植被率(%)と各出現植物種の被度(表2参照)

および最大高を計測した｡各植物種の評価において

植被率(%)ではなく被度階級を用いたのは調査者

間のバイアスを少なくするためである｡以上の調査

は植物の発育のはば終了時期である9月5日に実施し

た｡付録1にその調査結果を示す｡

今後,一定の効果が認められるまで毎年1)クーお

図2.モニタリング実施の標示看板

長野県産カラマツ間伐材により作成した｡

よびヨシ類の処理を行い,同様の基準による植生モ

ニタリングを実施する｡一方で,モニタリングを実

施している旨を知らせる看板の設置を行い(図2),

来訪者に湿原や当該再生活動への関心を高めてもら

うよう配慮した｡

表1.高天ヶ原湿原におけるモニタリソグ調査区内4処理区の概要

処理区名(略記) 傀謁ﾒ栄吋�,ﾈ�yﾘ��郢uﾉ.磯隸｢白�

無処理区(C) �ﾘ.��yﾘ/�ﾗ8.ﾘ,�*)NHｧ)�顰hｾb�

1)クー除去区(L) �&餠ﾈ,��ﾙ��+X+ﾘﾌ8*(8�5i}�9�,ﾉ��Z�(･ｸ/��ｸ竏����ﾎ2��

ヨシ類刈り倒し区(P) �8�5i}�/�4ｨ7ﾘ,Xｪ�.なｪ�,�+ﾘ8�5i}�,ﾘ+ｸ,ﾈ�ｨ,兩ｩ'R�ﾈ竰�

l)クーおよびヨシ頼除去区(LP) ��8ｴﾃ(,(,ﾈ�yﾘ,��*bﾈｪ�.稲h,�+ﾘ8�5i}�/��ｸ竏8ｨ4��ｸ�ｸ�,ﾘ����ﾎ2ﾈ8�5b�

類除去は9月) 

*2009年はリクー除去作業を5月18日に,ヨシ類の刈り倒しおよび除去作業を9月5日にそれぞれ実施した｡

表2.高天ヶ原湿原における植生調査の基準

植被(植物体の地上部を地表に投影したときの,それが覆う割合)の範囲
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調査面積の3/4以上を占め,個体数は任意

調査面校の1/2-3/4を占め,個体数は任意

調査面積の1/4-1/2を占め,個体数は任意

調査面積の1/10-1/4を占め,個体数は任意

調査面積の1/100- 1/10を占め,個体数は任意

調査面積の1/100未満,または個体数が極めて少ない



付表.志賀高原高天ヶ原湿原の植生モニタリング調査区の各処理区における植生調査資料(2009年9月5日調査)

調査区No. ���2 �2�4 迭�

処理区名書. �4ﾅ�ﾅ��CLPLP �4ﾅ�ﾅ��CLPLP �4ﾅ�ﾅ��

全体櫓被率(%) 涛S鉄鉄cR�95959595 涛S鉄鉄迭�70859595 涛S鉄��迭�

種名＼調査項目‥ 妊ДДД��DHDHDHDH 妊ДДД��DHDHDHDH 妊ДДД��

アカバナ アゼスゲ アプラガヤ イグサ イワノガリヤス ウメバチソウ オオアワガエリ オノ-ヤナギ カサスゲ キンミズヒキ コシPネ コナスピ コパギボウシ シカクイ シモツケ シロツメクサ タニソバ ツボスミレ ヒオウギアヤメ 諜X�B��S��3��#C��3S�3��+45 +10 130140150 120110220220 250140240140 3902802902100 125+5120+10 235120 ���R����������#��ｳ���#���c�ｳ3��ｳ���ｳsR�3CS#S���3��ｳS�S�������ｳC��#S�#C�#C��+25 11201123 325 +90 +15+5115+10 十10+25 160 偖ﾃ��ｳ����S�3����R�ｳ3��C��

+15 +1 130120 +15 +10+1 120+10 230120120 135 51305150415831帥 550 剪ｳ�bｳ�#��b��rｳRｳS�R��3�#3��ｳRｳ�"�#C�#3C�C�#3��+15+10118+10 +10210120 130 十10 135240240 

ヒメシダ マイゾルソウ ミズゴケ類 ミズバショウ ミクケスゲ ミツバッチダリ ミノボロスゲ モミジカラマツ ヤマドリゼソマイ ヨシ′ リユウキソカ レソゲツツジ 未同定:イネ科① 剴�#�ｳ#���#��3���#���#���3�3R�ｳ�������ｳ#��#2�230 4十3 110 +60 +30十15 150250 41帖411021105105 +10 ��#S�3���S�3��ｳR�S2��#��ｳ���3鉄3���3���3����#�����ｳ�R�

未同定:スゲ属① 未同定:シシウド属(ら �#3��#R�330340 剴�3�##��#��ｳ"ｳ#��R�

'C:無処理区, L: I)クー除去区, P:ヨシ刈り倒し区, LP:.)クーおよびヨシ類除去区,

HD :被度階級, H :最大高(cm)

糾増剥淘封洲や淘離淘8巾=87)y37.8薄柵
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